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中
曾
根
訪
沖
に
抗
議

　
Ｉ
沖
縄
本
土
一
体
と
な
っ
て
１

　
全
国
全
共
闘
は
七
日
、
太
田
区
民
公

園
に
、
約
二
五
〇
人
の
学
生
を
集
め
、

中
曽
根
防
衛
庁
長
官
の
沖
縄
訪
問
阻
止

に
向
け
て
、
集
会
を
開
い
た
。

　
ま
た
現
地
沖
縄
に
お
い
て
も
、
当
訪

隊
の
沖
縄
移
駐
Ｉ
米
国
へ
の
肩
代
わ
り

の
軍
事
的
工
作
」
と
し
て
み
ぬ
き
、
貳

水
協
、
厦
帰
搦
な
と
の
団
体
や
革
新
政

党
な
ど
が
、
佐
藤
訪
沖
以
来
の
惣
魅
へ

の
勁
嫡
に
よ
る
″
阻
牛
抗
議
″
の
体

坤
ぺ
「
日
吸
収
目
測
回
に
よ
る
自
衛
こ
？
裕
え
た
Ｑ

防
衛
体
制
の
決
定
的
立
ち
遅
れ

劉
彩
品
氏
、
ピ
ザ
申
請
許
可
さ
る

　
入
管
体
制
は
、
花
日
被
抑
圧
人
民
に
と
り
て
日
常
的
な
９
圧
体
制
と
し
て
が
伍
し
て
い
る
。
日
恋
陥
回
収
は
、
今

秋
人
管
広
国
公
再
上
程
、
来
年
一
月
の
永
住
権
串
Ｍ
嗣
限
切
れ
を
的
に
し
て
、
入
管
体
制
０
強
ぺ
推
悲
タ
圃
ら
ん
と

し
て
い
る
。
こ
○
入
管
体
制
そ
の
も
の
に
対
レ
、
花
口
明
鮮
人
、
申
囚
人
は
、
現
在
、
囚
ｎ
の
ｊ
ｙ
、
無
条
件
の
在

留
・
目
口
決
定
極
の
Ｉ
り
の
リ
求
な
ど
、
自
か
ら
こ
の
抑
圧
体
制
を
打
破
す
べ
く
闘
い
抜
い
て
い
る
。
こ
い
行
朝
鮮
人

中
国
人
○
闘
い
に
我
々
の
運
動
は
氾
い
つ
い
て
い
く
こ
と
す
ら
山
気
な
い
現
状
に
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
ぅ
な
日
本

階
級
闘
争
の
到
達
点
を
契
破
す
べ
く
、
こ
Ｏ
Ｍ
、
ハ
。
都
万
い
町
ヅ
ん
支
援
Ｕ
争
、
同
り
ぶ
Ｉ
．
吊
几
両
眼
い
□
争
か

均
区
人
管
実
を
中
心
に
し
て
闘
い
抜
か
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ａ
編
集
局
取
材
部
Ｖ

　
爽
召
人
腎
哭
行
婆
は
九
月
一
河
日
、
こ
め
、
労
働
者
、
市
民
、
学
生
、
ｎ
校
・

鰐
口
○
集
会
で
確
認
さ
れ
圧

Ｅ

１
鮒

」
い
一

を
水
産
大
２
ｉ
＆
ｙ
防
肋
体
制
監

影
品
さ
ん
を
裡
力
り
手
か
ら
防
衛
す
る
。
整
え
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
服
京
大
２
｛

司
は
釦
誓
Ｊ
さ
ん
に
対
し
、
ビ
ザ
吊
紐

を
許
可
す
る
か
ら
剛
感
応
ｊ
Ｍ
冶
へ

出
頭
ず
る
こ
と
を
姿
消
し
、
当
日
に
お

世
界
反
共
大
会
糾
弓

闘
争
に
決
起

　
東
京
大
賢
実
行
委
・
は
九
月
二
〇
日
、

一
川
公
司
‐
心
約
こ
五
〇
人
を
結
集
し
、

［
は
回
琴
、
公
糾
弾
／
入
管
闘
争
回

利
／
硲
決
起
集
会
］
を
行
な
り
た
．

　
ｌ
ｔ
?
．
’
４
９
Ｍ
ｙ

Ｓ
争
諸
団
体

か
ら
の
治
？
与
闘
争
の
間
罵
提
起
を

受
け
．
る
こ
ぐ
か
ら
・
始
ま
り
、
入
管
法
か

今
吠
国
政
内
ト
程
さ
れ
よ
う
と
す
る

時
で
Ｉ
」
い
同
心
で
「
は
洋
灰
参
賀
」

が
閤
昨
び
れ
る
な
戌
・
を
心
及
才
る
こ
と

　
叱
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七
程
さ
れ
ん
1
‐
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
．

朝
鮮
糾
校
生
に
対
す
る
泌
団
的
り
行
が
一

白
昼
公
然
ど
行
な
わ
れ
、
花
口
被
抑
圧
一

民
劃
へ
の
抑
圧
、
差
引
の
肆
に
か
な
子

れ
ん
と
し
て
い
る
旧
記
は
、
口
吻
の
ア
‐
‐
。

ジ
ア
。
円
支
配
乖
背
諮
も
の
と
し
で
○
】

動
向
で
あ
る
。
　
　
　
　
一

　
こ
リ
反
武
大
会
こ
庖
俘
狗
勺
兄

し

元
田
口
椙
、
福
田
畝
絹
当
い
政
ｔ
７
ｇ
ｌ

を
は
じ
め
、
自
民
党
Å
口
べ
円
心
ぶ
・
－
フ

、
、
、
三
寸
Ｉ
　
　
≒
パ

池
へ
・
り
指
４
か
体
制
‐
．
じ
Ｉ
Ｉ
袷
・
こ
こ

と
詰
回
心
こ
と
に
対
し
「
国
際
吻
凭
新

ｌ
ｊ

Ｊ
７
ｔ
ｇ
ｙ
Ｊ
Ｍ
Ｅ
９
い
る
．

こ
れ
か
ら
み
で
も
、
こ
れ
ら
４
呉
呉
一

休
の
閤
廠
に
な
っ
て
い
る
い
で
乃
・
％

そ
も
そ
も
日
華
陥
月
々
い
‥
つ
フ
ツ
４

－
悴
Ｉ
華
］
の
砧
販
を
支
え
る
暇
々
と

な
る
卵
白
、
こ
れ
・
与
ハ
Ｃ
Ｌ
祠
祁
ｊ
．

ご
八
十
’
？
に
は
ひ
与
ぷ
と
回
ご
．
Ｌ

｛
．
’
滸
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べ
に
？
叫
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竹
岡
．
に
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い
で
ｄ
、
東
京
人
穴
嘔
務
所
を
奴
。
同
人

の
吸
り
冰
で
収
り
囲
ん
で
い
た
。
午
前

廿
一
時
剋
ざ
、
夫
君
の
木
村
博
氏
の
ビ

げ
４
ざ
・
い
恚
哨
に
よ
っ
て
支
援
部
隊
の

防
衝
烋
心
解
び
れ
た
が
、
ビ
ザ
○
認

可
リ
‐
･
ｙ
Ｊ
ｙ

１
１
隊
に
よ
る
入
管

ぶ
・
Ｍ
．
心
－
‐
柿
門
体
制
下
の
申
で
陳
玉
』

町
入
糾
ｏ
が
咄
－
（
不
可
解
な
入
営
叫

務
巾
目
印
油
脂
―
旧
ａ
Ｌ
鏝
７
何
の

ハ
鴉
い
寸
心
合
同
強
制
送
還
ｉ
死
別

の
判
決
）
、
こ
う
し
た
こ
と
も
十
分
起

こ
り
柳
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
現
在
の
入

町
手
続
き
は
、
こ
う
し
た
警
備
体
制
の

申
で
げ
な
わ
れ
て
お
り
、
事
務
所
内
に

は
友
人
の
会
の
人
達
も
申
に
入
れ
ず
、

人
れ
る
の
は
如
彩
品
さ
ん
一
人
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
友
人
・
の
命
お
よ

ひ
木
村
氏
は
、
法
一
省
に
。
何
の
た
め
か

ま
ぺ
こ
う
・
い
う
申
で
は
刎
彩
話
ざ
ん

か
恐
れ
る
の
で
解
い
て
欲
し
い
と
要
求

し
た
。
し
か
し
、
東
京
入
費
局
は
あ
い

ま
い
に
答
え
兎
け
て
侭
続
き
を
押
し

悲
め
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
劉
彩
品
さ
ん

は
、
こ
こ
で
永
住
権
申
請
を
行
な
っ
た

か
そ
れ
に
関
し
て
は
拒
否
さ
れ
た
。

　
支
艮
部
隊
は
、
そ
の
浸
、
集
会
を
問

き
劃
彩
品
防
衛
闘
争
い
方
針
を
次
り
ぶ

う
に
確
認
し
た
。

　
一
応
、
劉
彩
晶
さ
ん
は
、
ビ
ザ
を
禰

辱
し
た
わ
け
で
あ
る
か
、
劉
彩
品
防
衛

闘
争
は
こ
れ
で
糾
っ
た
の
で
は
な
い
。

そ
し
て
こ
の
閤
の
闘
い
で
つ
き
つ
け
ら

れ
た
多
く
の
間
廻
を
わ
れ
わ
れ
か
今
後

い
か
に
克
服
し
て
い
く
の
か
、
具
体
的

に
は
、
わ
れ
わ
れ
の
防
衛
体
制
の
決
定

的
な
立
ち
運
れ
こ
人
の
朝
鮮
高
校
生

を
も
防
衝
て
き
な
い
と
い
う
現
実
、
わ

れ
わ
れ
の
堰
蜀
が
鮒
彩
品
さ
ん
の
闘
い

の
後
を
追
っ
畠
￥
い
く
現
状
を
総
括

せ
ね
ば
な
ら
蔵
無
せ
ら
れ
た
課
題
は

大
き
い
Ｑ
、
ヤ

　
隻
会
に
夢
Ｊ
μ
匈
９
品
さ
れ
は
、

『
「
劉
彩
品
ｉ
髪
評
可
を
」
そ
れ
は

わ
れ
わ
れ
に
と
７
‐
粂
一
本
的
人
権
の
安

　
四
日
に
ｌ
一
明
問
史
新
申
一
を
爾
京

大
官
事
務
所
瓦
捉
出
し
て
以
来
、
こ
○
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な

吏
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
一
枚
の
紙
切

れ
に
す
ぎ
な
い
間
居
と
し
て
処
理
し
て

き
た
。
日
本
人
の
夫
、
し
か
も
幼
い
二

人
○
日
本
国
飛
を
も
つ
子
供
の
母
親
で

あ
る
私
を
い
ま
彼
ら
は
同
じ
よ
う
に
片

づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
日
本
人
並
ひ
に
在
日
外
国
人
の
皆
さ

ん
に
私
を
含
む
在
日
外
国
人
の
こ
の
実

わ
れ
わ
れ
に
刄
で
￥
一
本
的
人
権
の
要
一
い
、
或
は
期
限
切
れ
の
一
台
、
そ
れ
に
’
一
郎
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
、
訴
え
た
い
』

求
で
あ
る
か
、
孝
な
宍
‐
ち
に
と
っ
て
］
代
わ
る
も
り
と
し
て
圧
留
責
格
証
明
書
一
束
京
大
官
局
の
対
応
の
申
で
彼
女
は

闘
い
に
忿
重
し
れ
こ
い
。
私
心
そ
一
の
発
給
を
申
し
出
る
こ
と
に
乞
て
い
一
恵
葱
、
世
条
の
立
場
か
ら
国
鰐
を
「
中

の
闇
の
接
点
咳
め
て
い
ま
す
」
と
や
る
・
私
の
場
合
パ
ス
ポ
ー
ト
の
制
限
の
一
華
人
民
共
和
国
を
測
ぷ
」
こ
と
を
公
に

言
し
た
。
・
。
　
　
　
　
一
同
限
更
新
手
続
を
と
る
意
思
が
な
い
こ
一
せ
ざ
る
を
柳
な
く
な
っ
べ
そ
し
て
絶

　
　
　
　
’
一
｀
　
　
　
　
　
一
と
を
明
ら
か
に
し
て
発
給
原
を
提
出
し
縁
状
に
至
る
過
程
。

　
四
日
に
在

ｔ

嗣
問
史
新
申
一
を
斑
斑
な
　
　
　
　
　
　
　
一
一
人
の
在
日
外
国
人
か
自
己
目
身
で

圀
の
ピ
差
歯
９
し
、
そ
の
後
家

進
み
、
要
人
木
村
溥
氏
と
結
婚

｜

§

只
妓
女
は
匯
月
三
十
日
の
期
圃
の
ピ

　
こ
れ
に
対
し
、
入
営
哨
は
、
「
何
故
一
自
己
の
祖
国
を
冽
ぴ
、
行
き
来
す
る
。

そ
の
意
思
か
な
い
の
か
を
明
ら
か
に
せ

Ｉ
こ
れ
は
人
間
に
と
っ
て
薦
木
的
人
権
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
Ｉ
Ｉ
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
　
－

よ
」
と
強
要
し
、
発
給
・
願
い
受
付
を
拒

否
し
た
。
咬
ら
が
発
給
願
い
受
付
を
拒

否
し
続
け
る
か
き
り
、
ビ
ザ
か
切
れ
て

い
る
私
は
や
が
て
不
法
残
留
の
立
場
に

追
い
こ
ま
れ
る
。
不
凶
残
留
か
ら
退
去

強
制
令
沓
の
机
行
、
さ
ら
に
強
制
辺
還

へ
。

　
こ
り
よ
う
に
手
祠
を
と
っ
て
、
年
に

二
千
ろ
に
の
ぱ
る
在
日
外
人
－
そ
れ

も
主
に
か
っ
て
の
植
民
地
政
策
の
た
め

に
生
后
差
襲
を
日
本
に
お
く
朝
鮮
人
、

甲
国
人
を
強
制
遥
遠
し
で
き
た
入
恰
官

　
人
管
闘
争
と
拓
大
闘
争

　
九
・
一
八
拒
大
闘
争
勝
利
北
部
灘

1 ‐
滴
滴
」

北
部
的
規
模
で
築
か
れ
る
拓
大
の
炎

の
で
は
な
い
び
り
う
か
。
そ
れ
に
対
し

東
。
拓
人
管
局
１
法
務
省
は
何
と
・
ｇ
っ
た

か
。
『
か
・
っ
で
に
決
定
し
て
も
ら
っ
ち

ゃ
因
る
。
決
定
権
は
あ
な
た
逮
に
で
な

く
、
わ
れ
わ
れ
（
支
配
者
側
）
に
あ
る

の
だ
か
兄
」
○
よ
う
な
入
営
体
制
の

下
で
、
今
ま
で
何
千
人
り
い
う
在
日
朝

鮮
人
、
中
国
人
か
権
力
に
よ
っ
て
危
険

な
存
在
で
あ
る
か
故
に
、
閤
か
ら
咄
へ

偉
制
送
還
さ
れ
ー
そ
れ
も
「
台
阿
「
韓

国
」
ヘ
ー
そ
こ
で
は
死
刑
か
無
剔
懲
役

帝
国
主
義
－
栄
治
の
イ
ン
ド
シ
ナ
に
お

け
る
軍
丿
的
敗
詫
と
、
米
国
内
に
お
け

る
世
界
的
な
ド
ル
・
ボ
ン
ド
危
機
に
端

を
発
し
な
経
済
体
剖
ｏ
動
揺
、
反
戦
運

動
、
黒
人
解
放
闘
・
り
当
に
よ
る
ブ
ル
ジ

ョ
ワ
市
民
社
会
映
序
０
ぐ
ら
つ
き
。
こ

れ
ら
か
一
点
、
世
Ｗ
帝
国
Ｅ
義
体
制
の

再
編
へ
と
向
け
ら
れ
ヽ
申
近
厦
ア
ラ
ブ
ー

で
、
イ
ン
ド
シ
ナ
で
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
ー

カ
で
、
極
東
で
、
燃
え
上
が
っ
た
。
あ

‐ ‐
‐

　
北
部
籾
区
入
営
実
は
、
九
月
じ
、
日
拓
殖
株
式
宕
豚
系
列
と
し
て
設
立
さ

輝
町
東
公
哨
に
約
一
言
入
を
紹

い
い
ご

れ
た
。
そ
の
嵐
洋
拓
殖
の
土
地
屑
査
事

「
満
州
事
改
勃
発
示
九
周
年
、
柘
‐
‐
業
１
刳
鮮
に
お
’
け
る
土
地
の
略
奪
、
植

大
闘
争
勝
利
／
司
鮮
岫
校
生
に
対
す
・
民
池
叱
混
一
？
る
飼
資
貝
の
蕎
咳
機

る
拠
団
“
行
糾
弾
／
全
都
統
一
行
動

一
関
と
し
て
ヽ
ま
た
ヽ
一
九
一
〇
年
伐
Ｉ

北
部
惣
忿
戻
起
集
会
を
開
い
た
。

一

全
面
的
十
涵
薇
辱
、
ニ
Ｏ
年
代
朝
鮮
を

　
家
集
会
は
、
入
管
闘
争
と
拓
大
闘
争
・
食
糧
補
給
丿
忿
し
、
Ξ
ｏ
年
代
『
大

の
結
合
点
を
ほ
い
出
し
゛
「
阿
州
事

一

東
亜
共
栄
圈
£
準
備
す
べ
く
瀾
り
申

変
」
を
い
か
な
る
男
的
教
訓
と
己

一

国
東
北
部
へ
ｏ
全
面
的
侵
略
の
先
t
J

う
忿
ぶ
苧
完
め
に
開

削

、

一
レ
ぶ
讐
Ｉ
箆
皆
尽
モ
の

極
東
。
反
革
命
と
し
て
形
成
さ
れ
で
き
た
・
設
立
以
米
、
拓
大
は
常
に
極
東
帝
国
主

拓
大
の
・
ぎ
史
的
位
置
を
に
抜
く
中
か
ら
一
義
日
本
の
侵
略
匁
兵
と
な
っ
て
き
た
の

柘
大
一
隊
の
闘
い
を
北
ぶ
に
お
い
て
構
・
で
あ
る
。
そ
し
て
今
恟
是
に
日
帝
の
軍

済
‐
で
ノ
三
白
海
認
‐
ズ
池
　
一
堡
尼
‐
咄
咄
４
０
中
箆
尽
仰
ぎ
、
日

ト
レ
ー
乙
ン
を
凶
聞
し
勺
こ
○
日

官
省
ｄ
、
ｒ
、
ヱ
・
い
、
ｙ
ロ
ル
ど
潟
竺

夕
‥
乃
。
ｙ
ｊ
．
公
Ｑ
ご
う
吻
活
聳
公
も
Ｉ

知
ぬ
’
‐
・
『
力
石
ノ
こ
’
、
ニ
ー
　
　
一

l
g
l
g
‐
l
s
J
=
Ｌ
一
ｌ
ｊ
一
一
－
　
－
ｖ
φ
／

　
現
六
気
‐
に
ミ
で
ド
ペ
料
Ｍ
ｙ
「

　
　
　
　
S
I

.
j
l
l
’
1
&
.
j
’
%
“
“
―
『
噸
ｒ

渠
公
差
‐
、
大
家
公
園
ま
で
デ
モ
ン
ス
漕
う
ア
ジ
ア
肖
支
配
へ
向
け
で
、
そ
れ
一
抑
圧
す
る
．
極
東
反
革
命
体
制
の
推
進
者

レ
ー
乙
ン
を
凶
聞
し
勺
こ
○
日
．
を
文
え
る
も
の
と
し
て
「
韓
国
」
語
学
一
で
あ
る
こ
と
ご
」
れ
ら
の
こ
と
に
気
付

４
ｄ
、
ｒ
、
ヱ
・
ソ
？
ｒ
ロ
ル
ど
呪
刎
‐
‐
叫
刀
投
逗
、
ア
ジ
ア
研
、
韓
国
研
収
渡
八
だ
時
、
石
火
闘
争
を
鮒
っ
て
い
る
部

忍
会
○
下
、
大
学
や
年
長
の
者
に
遊
ら

う
と
テ
ロ
、
リ
ン
チ
さ
れ
る
と
い
う
状

況
で
あ
り
、
そ
り
こ
と
か
、
安
生
む
の

死
と
し
て
９
桔
し
て
い
っ
た
。
そ
の
死

に
抗
・
議
レ
、
学
内
民
主
化
の
た
め
に
立

ち
あ
が
っ
た
学
友
に
対
し
中
曽
根
体
制

は
赳
学
海
機
動
隊
に
よ
る
弾
圧
を
も
っ

て
心
え
な
。
一
片
の
民
主
的
な
運
動
さ

え
も
許
さ
れ
な
い
と
い
う
状
況
、
す
で

に
そ
こ
ま
で
米
で
い
る
の
だ
。

　
反
革
命
拠
点
と
し
て
の
拓
大
、
一
方

に
お
い
て
は
続
発
す
る
朝
鮮
Ｍ
校
生
へ

の
集
団
知
行
の
摺
・
６
部
と
し
て
の
存
征

Ｉ
何
よ
り
も
甲
曽
根
か
何
口
朝
鮮
人
を

抑
圧
す
る
極
東
反
革
命
体
制
の
推
進
者

る
い
は
燃
え
上
が
ろ
う
と
す
る
、
人
民

の
反
帝
武
装
解
放
闘
争
を
圧
殺
せ
ん
と

必
死
に
な
っ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
・
極
東

に
お
い
て
は
ベ
ト
ナ
ム
ー
イ
ン
ド
シ
ナ

人
民
を
先
頭
と
し
、
そ
れ
に
辿
な
る
労

働
者
国
家
中
国
、
北
部
朝
鮮
を
政
治
的

に
結
集
さ
せ
る
闘
う
人
民
の
列
を
一
方

に
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
カ
イ
ラ
イ

政
権
「
韓
国
」
の
朴
「
句
声
」
の
将
介

石
等
を
ｘ
・
日
帝
の
下
に
結
集
さ
せ
、

第
Ξ
次
ア
ジ
ア
革
命
－
の
発
展
の
中
で

ア
ジ
ア
反
革
命
軍
嘔
支
配
体
制
を
防
蜀

紺
持
す
ぺ
く
極
東
反
誓
雷
策
体
制
を

構
築
せ
ん
と
す
る
極
東
帝
国
主
義
体
制

を
一
方
に
お
い
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の

激
烈
な
対
抗
と
刀
関
係
は
、
来
日
帝
国

主
義
の
極
硯
反
革
命
体
制
と
ア
ジ
ア
・

極
東
革
自
派
人
民
と
○
対
立
と
し
て
表

の
極
刑
か
待
っ
て
い
る
と
い
う
現
実
。
″
一
わ
さ
れ
て
い
屯
こ
れ
ら
や
集
中
□
・
ニ

征
目
伺
鮮
人
、
中
国
人
に
と
。
て
は
宍
表
現
し
た
の
か
昨
秋
○
日
米
銭
同
声
叩

‐
‐
‐

ゃ
べ
る
こ
と
か
死
に
つ
な
が
る
と
い
う
・
で
あ
っ
た
Ｑ
す
で
に
漕
国
主
我
「
抑
び

現
実
の
中
で
、
多
く
の
者
は
沈
黙
し
た

」
と
搾
取
と
差
別
の
集
中
的
形
態
）
の
朗
ン

ま
ま
だ
。
こ
心
中
で
妓
女
割
り
品
は
堂
か
ら
の
人
民
へ
の
攻
撃
は
開
始
さ
れ
て

々
と
「
私
と
国
家
松
カ
と
は
同
等
で
あ

Ｉ
い
る
Ｑ
具
体
哨
に
は
「
悴
巴
朴
気
取
‐
‐
‐

‐

ａ
ｌ

。
．
ｌ
ｓ
ｌ
‐
ａ
ｊ

ｓ
■
　
Ｆ
一
Ｉ
　
ｌ
ｊ
ｌ
Ｆ

R
"
j
‾
t
l
l
l
5
J
1
‐
l
p
K

j
J
．
‾
"
"
Ｎ
支
配
体
制
O
M
y

K
i
l
地
国
家

品
間
咆
○
犯
要
さ
か
あ
る
。
即
ち
、
自
ご
祁
国
、
台
已
の
建
設
と
そ
れ
ら
に

己
○
人
複
を
主
『
仙
し
そ
れ
を
正
当
に
要
一
゛
‐
”
Ｌ
Ｉ
？
”
ｉ
Ｊ
゛
’
｀
７
｀
”
”

る
１
‐
と
主
汝
し
て
き
た
。
こ
こ
に
劃
彩

品
間
咆
○
犯
要
さ
か
あ
る
。
即
ち
、
自

湊

叉

Ｕ

詣

台
回
賑
）

ベ
ト
ナ
ム
ー
イ
ン
ド
シ
ナ
人
民
に
よ

る
あ
○
メ
コ
ン
デ
ル
タ
を
真
紅
に
染
め

た
武
装
民
族
解
放
０
ぼ
み
と
ろ
の
闘
い

‘
対
す
る
日
帝
の
・
経
済
的
援
助
、
そ
れ
に

｝

う

j ミ
ミ

ら

宍

叉

回

・
経
済
軍
事
に
尽
・
ｗ
図
内
強
権
支
配
ほ

制
の
確
立
と
在
日
ア
ジ
ア
人
民
、
と
り

わ
け
朝
鮮
人
、
中
国
政
に
対
す
る
支
‐
Ｍ

管
理
体
制
の
確
・
ぞ
必
叱
－
入
管
法
、

永
住
権
申
詞
打
ち
切
り
、
「
郷
国
鵜
」

る
あ
○
メ
コ
ン
デ
ル
タ
を
真
紅
に
染
め
Ｉ
か
ら
明
鮮
繕
へ
の
強
茎
了
。
イ
デ
オ

だ
武
装
民
族
解
放
０
ぼ
み
と
ろ
の
闘
辻
ロ
ギ
ー
同
に
は
朝
鮮
高
校
生
に
対
す
る

が
も
た
ら
し
た
今
日
の
世
界
帝
国
胞
義
一
集
団
劈
只
7
2
年
地
旋
脱
を
流
し
民
心

体
制
○
・
破
綻
。
と
り
わ
誹
黛
最
大
ｏ

石

不
識
に
陥
れ
ヽ
附
内
命
ヽ
自
警
団

「
叛
軍
」
報
告
集
会
開
催

　
　
　
１
小
西
三
首
も
参
加
し
て
Ｉ

厦
ぷ
大
ぺ
平
と
は
六
日
、
大
l
p
!
j

’
1
j
l
i
t
Q
Z
l
f
i
i
l
l
.
!
.
.
!
j
‘
.
.
/
4
1
1

小
河
叫
．
一
一
、
肖
田
勇
一
同
氏
と
学
生
政
則
闘
争
に
共
妬
き
待
ら
、
防
衛
し
よ
一

二
．
白
人
を
結
集
し
、
「
自
¥
９
Ｈ
ｔ

ｇ
Ｊ
%
ｔ
Ｒ
１
９
１
Ｊ
ｇ
ｖ
５
’

５
（

軍
）
禦
４
公
」
を
問
残
叛
竃
闘
争
一
裁
判
闘
争
が
４
一
志
幼
、
咬
７
１
髭

・
実
に
感
じ
た
。
匹
次
防
に
向
け
で
０
隊

一

の
だ
Ｉ
サ
弓
Ｉ
ア
白
回
か
’

ご

゛
帝
国
・
正
義
軍
人
。
じ
て
ｏ
．
転
換
、
勁
ｙ

⊃
言
回
匹
ぐ

Ｕ
言
詐
言
賢

・

万
一
ｌ
一

1
1

1 1
．
‐
．
一
一
一’ 」

一
、
一
・
．
一

一一

‐ ‐ ‐
ペ
ー
Ｊ
・

｛

「
に

・
に
｛
一

‐ ‐

を
芒
託
に
に
心
頻
・
・
爪

・
沃
制
い
・
Ｅ
・
備
に

・

三
一

・
・

．
・
‐
‐ ‐
｝
．

・

．
一
Ｊ

・
．
（
一
一

一
一
．

一
・

．）
．

・

へ
．
．
・
一
一
づ
…
…
…
一
・
・
一

‐‐
、
一
・
．
、
．

’
］

“
’
一
一
］
］
．

｀
一

　
一
　
　
　
　
一

を
右
翼
ポ
ス
に
作
ら
し
め
、
こ
の
ポ
ス

の
意
向
で
勁
か
し
め
、
マ
ス
コ
ミ
、
少

年
雑
誌
、
大
衆
雑
誌
等
々
あ
ら
ゆ
。
る
も

○
を
通
し
て
採
炭
排
外
主
義
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
を
あ
お
り
立
て
て
い
る
。

　
▽
展
望
△

　
前
述
の
よ
う
に
、
日
時
は
日
米
共
同

声
明
路
線
を
稽
実
に
遂
行
し
て
お
り
、

召
年
へ
せ
め
登
る
に
つ
れ
て
、
革
命
か

反
革
命
か
の
問
い
か
け
、
即
ち
自
ら
を

ブ
ル
ジ
″
ワ
の
側
に
位
置
し
て
人
民
を

抑
圧
ｔ
″
搾
取
の
淵
に
落
し
こ
め
、
悲
痛

の
叫
ぴ
声
柴
自
ら
の
痛
み
と
も
感
じ
る

こ
と
な
く
、
自
ら
も
又
ど
の
暗
い
血
の

淵
へ
落
ち
こ
ん
で
い
く
の
か
。
そ
れ
と

も
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
人
民
の
側
に
立

ち
、
反
帝
武
装
解
放
闘
争
を
担
い
歴
史

の
創
造
者
と
し
て
闘
い
で
雄
々
し
く
例

れ
て
い
く
し
か
、
か
よ
り
深
刻
に
問
わ

れ
て
い
る
。
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法律学・経済学学習の好参考誌

法学ｾﾐﾅｰ
11M

受大事件判決の間題点／浅井敦
水俣病における企業の過失責任／富樫貞夫
大学から裁判所へ／瀧川春雄

サリドマイド裁判の論点／更田義彦
告訴の不受理は合法か／江僑崇
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ン
・
バ
ン
と
い
う
音
に
目
か
さ
め
た

ｑ
ワ
ー
っ
て
声
を
あ
げ
な
が
ら
祗

の
服
を
き
た
太
っ
た
お
じ
さ
ん
が
．

す
ご
い
勢
い
で
走
ご
て
く
５
ん
だ
ち

ん
、
必
死
で
夜
い
・
巷
に
風
呂
．
込
ん

だ
け
ぺ
す
ぐ
後
ろ
．
ぷ
で
き
だ
い
．
に

は
こ
わ
か
．
た
な
あ
．
マ
、
の
・
旅
立

ち
・
６
こ
れ
い
け
ど
、
羽
田
、
砂
田
、

新
硲
、
一
栄
一
、
蝦
邨
．
と
り
っ
で
る

う
・
ち
に
知
ら
な
い
仲
間
か
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
て
し
ま
っ
惣
仲
口
が
ふ
え

た
こ
と
は
き
阪
か
田
る
程
う
れ
し
い

ん
だ
け
ど
、
で
も
な
あ
に
▼
釧
の

服
を
き
た
太
っ
た
お
じ
さ
ん
は
、
こ

わ
く
て
に
く
ら
し
い
し
、
配
で
づ
れ

も
ど
そ
ぅ
と
す
る
オ
フ
々
口
に
６
時

と
し
で
に
く
ら
し
／
泌
に
こ
と
も

あ
・
り
た
Ｇ
そ
し
て
茫
宣
い
過
申
で

み
つ
け
に
親
分
も
凭
ド
ー
わ
い
及
な

ん
だ
．
親
分
は
、
一
等
を
臼
ヅ
ー
で

く
れ
な
い
ん
だ
．
だ
か
ら
掠
．
は
阿
生

の
ぺ
、
鏡
皐
諏
ま
ず
八
九
・
Ｅ
こ

作
一
懸
自
親
分
い
・
い
ぅ
こ
と
ふ
同
感
少

し
で
ら
親
分
に
ご
づ
こ
ぅ
．
』
で
Ｄ
ん

ｊ
Ｊ
Ｕ
い
い
肩
言
帽
託
言
且
い

一
お
し
仙
め
、
そ
ご
ぶ
こ
羽
廻
心
痛
心
一
ｏ
。
一
ぅ
ド
。
・
フ
回
「
で
Ｉ
Ｉ
・
７

封
長
い
い
バ
郷
三
門
リ
ヤ
ド
」

も
う
一
．
変
訪
う
訃
け
ど
穴
に
同

は
、
ま
だ
遊
ぴ
単
分
に
ワ
ぅ
・
ク
ー
Σ
ぬ

ご
ぅ
Ｉ
と
す
る
句
≒
だ
が
融
証
印

題
号
‥
ん
か
ご
し
に
な
ぷ
・
乙
・
、
親

分
・
の
い
・
っ
こ
を
に
『
・
く
久
≒
そ
し

て
親
分
を
ね
』
≒
．
で
る
や
つ
・
ツ
／
り

防
．
蜀
し
よ
う
、
そ
れ
こ
ｙ
・
、
．
ワ
に

の
へ
讐
谷
心
・
こ
．
親
分
に
た
ご
く

っ
つ
い
て
メ
シ
を
く
い
暇
に
入
ヅ
ソ

し
て
る
や
つ
は
、
侮
の
風
上
に
ｈ
・
お

け
ね
え
や
つ
だ
か
ら
．
▼
俺
の
・
親
け

を
紹
介
し
ズ
ー
釦
．
分
の
故
郷
ぱ
犬

粍
な
ん
ぺ
宍
油
ご
い
っ
て
≒
．
ご

吟
．
・
ご
・
‘
・
こ
ぷ
‐
‐
・
‐
・
Ｅ
・
し
Ｉ
ｔ
九
こ

所
こ
ん
だ
↓
‥
ど
、
ご
ゐ
翫
認
∵
‐
‐
兄

C
j
、
今
ま
で
ア
メ
リ
ヤ
ヘ
≒
・
’
Ｊ

か
・
『
．
・
ド
ス
フ
う
・
ぎ
．
・
．
に
．
れ
こ
・
Ｕ
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応募方法･･････大学の就職鳳または、直接会

　　　　　　赴へお申込みください｡

●採用についての間合jっせをお待ちしてお

　ります。連絡光一総務部総務課

医者の手を通じて……
　医療に貢献しつつ……
　　羞実に前進する企業です。
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